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安全に操縦しよう
－ドローンが農業で活躍中－
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③
送
信
機
の
電
源
を
入
れ
て
か
ら
機

体
の
電
源
を
入
れ
ま
す
。
起
動
時
は

平
ら
な
所
に
置
き
、
動
か
さ
ず
に
待

ち
ま
し
ょ
う
。

④
画
面
上
で
機
体
と
送
信
機
の
充
電

残
量
を
チ
ェ
ッ
ク
。
30
％
以
下
の
場

合
は
機
体
が
い
つ
落
ち
て
も
お
か
し

く
な
い
状
態
な
の

で
飛
行
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑤
薬
剤
を
入
れ
る
前
に
空
の
状
態
で

飛
ば
し
、
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

す
。

⑥
薬
剤
を
適
量
入
れ

ま
す
。
撒
き
す
ぎ
て

作
物
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
、
定
め
ら
れ

た
量
と
し
ま
す
。

⑦
周
囲
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ド
ロ
ー
ン

か
ら
目
を
離
さ
ず
に
操
縦
し
ま
し
ょ

う
。
送
信
機
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
先
端

を
機
体
に
向
け
る
の

で
は
な
く
、
垂
直
に

立
て
ま
す
。
間
違
え

る
と
電
波
が
弱
く
な

り
ま
す
。

機
体
の
確
認

①
ア
ー
ム
ロ
ッ
ク
で
き
て
い
る
か
、

プ
ロ
ペ
ラ

が
割
れ
て

い
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

②
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量

を
確
認
後
、
機
体
に

セ
ッ
ト
し
、
奥
ま
で
差

し
込
み
ま
す
。

操
縦
前
に
確
認
す
る
こ
と

飛
行
許
可
申
請

　
ド
ロ
ー
ン
の
農
薬
散
布
は
危
険
物

の
輸
送
と
物
件
投
下
に
あ
た
る
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
飛
行
許
可
の
申
請

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に

承
認
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
カ
月
ほ
ど
余
裕
を
も
っ
て
申

請
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
作
業
で
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

す
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は

限
ら
れ
た
期
間
し
か
使
用
し
ま

せ
ん
。
昨
年
に
使
用
し
た
場
合

で
も
知
識
や
技
量
が
下
が
っ
て

い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

過
信
せ
ず
、
操
作
・
チ
ェ
ッ
ク

を
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ド
ロ
ー
ン
使
用
者
増
加
中

事
故
な
く
安
全
に
操
作
を

　
農
薬
散
布
な
ど
農
業
分
野
で
の

活
用
が
増
え
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
。
作

業
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

年
々
使
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
サ

ポ
ー
ト
や
講
習
、
農
薬
散
布
の
請
負

な
ど
を
行
う
由
利
本
荘
市
の
「
あ
お

い
ド
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
」
佐
々
木
亮

代
表
取
締
役
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
事
故
な
く
、
ケ
ガ
な
く
、
安
全

に
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

今回使用する機体
NTT e-Drone Technology

AC101

あおいドローンサービス・佐々木  亮 代表取締役
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操
縦
に
お
け
る
注
意
点

人
や
障
害
物
に
近
付
か
な
い

　
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
と
き
は
、

人
か
ら
20
㍍
距
離
を
と
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
障
害
物
に
向
け
て
機

体
を
飛
ば
す
の
も
危
険
で
す
。
衝

突
防
止
セ
ン
サ
ー
を
過
信
せ
ず
に

距
離
を
と
っ

て
操
縦
し
て

く
だ
さ
い
。

合
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
農
薬
散
布
を
す
る
際
に
一
般
的

に
定
め
ら
れ
て
い
る
高
さ
は
２
㍍

で
す
。
こ
れ
よ
り
高
く
す
る
と
ド

リ
フ
ト
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
風
速
３
㍍
以
上
に
な

る
と
ド
リ
フ
ト
だ
け
で
な
く
ド

ロ
ー
ン
自
体
が
煽
ら
れ
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
散
布
を
中
止

し
ま
し
ょ
う
。

機
体
登
録
制
度
が
導
入

　
６
月
20
日
か
ら
ド
ロ
ー
ン
の
登

録
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
登

録
し
な
い
ま
ま
飛
行
さ
せ
る
と
違

法
に
な
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

周
り
の
操
縦
者
と
声
か
け

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
方
が

年
々
増
え
、
今
後
は
同
じ
地
域
で

何
機
も
の
ド
ロ
ー
ン
が
使
用
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が

気
を
付
け
て
い
て
も
、
周
り
の
人

の
操
作
が
上
手
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
譲
り
合
い
や
声
か
け
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ド
リ
フ
ト
事
故
に
注
意

　
「
秋
田
県
農
作
物
病
害
虫
・
雑

草
防
除
基
準
」
の
無
人
航
空
機
実

施
基
準
に
の
っ
と
っ
て
農
薬
を
散

布
し
ま
し
ょ
う
。
散
布
す
る
農
薬

が
周
り
の
圃
場
の
作
物
に
悪
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
わ
ず
地
上
防

除
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分

の
圃
場
が
風
上
に
な
っ
て
い
る
場

補
助
者
と
連
携
を
と
る

　
離
れ
た
場
所
で
距
離
を
正
確
に

見
極
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
を
用
い
て
補
助

者
と
連
携
を
と
り
、
安
全
を
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
者
と
の
意

思
疎
通
が
と
れ
ず
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
か
ら
操
縦
し
ま

し
ょ
う
。

　今年度も損害防止事業として、
産業用無人航空機の購入費用とド
ローンのオペレーター資格を取得
した費用の一部を助成します。
　詳しくは、お近くの支所までお
問い合せください。

※�昨年まで実施していました水稲
防除対策補助金（200円/10a）は
終了しました。

　ドローンで散布したい！と思っ
てもすぐにできるわけではありま
せん。次のシーズンに間に合うよ
う、余裕を持って準備しましょう。

ドローンを導入したい人
　　はどうしたら良い？

今年度の損害防止事業について

散布準備完了！

ドローンスクールのライセンス発行
+

購入する機体の登録
１カ月

NOSAIからのお知らせ

スタート

※�ドローンを導入するには、機体の
費用だけでなく、無線機・発電機・
保険の費用などが必要です。

販売会社またはメーカーに
連絡・講習申込
１カ月 ※教習所での飛行

　許可申請期間等。

飛行許可申請
１カ月

※�登録したドロー
ンの飛行許可が
必要です。

ドローンスクール等での教習
５日 ※スクールごとに

　異なります。

▼障害物に向けて飛行
し、距離感を誤って衝
突した結果、プロペラ
が折れたドローン

いざ！飛行！

ここまでー！
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第２回通常総代会

北鹿支所 本所

由利支所 中央支所 北秋田山本支所

雄勝支所 横手市支所 仙北支所

第
２
回
通
常
総
代
会

全
議
案
が
可
決
承
認

▲議長　梅津克義 総代 ▲齋藤実 組合長

　
第
２
回
通
常
総
代
会
が
６
月
８
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
本
所
と
支
所
を
リ
モ
ー
ト
で
繋

い
だ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総
代
総
数
２
０
６

名
の
う
ち
、
本
人
出
席
１
０
５
名
、
書
面
出
席

98
名
で
出
席
率
は
99
％
で
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
齋
藤
実
組
合
長
が
「
近
年

は
、
天
候
不
順
や
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
農
業

生
産
の
環
境
が
危
う
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
業
務
需
要
の
落
ち
込
み
や
農

産
物
価
格
の
低
迷
、
緊
張
感
が
高
ま
る
国
際
情

勢
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
り
食
料
安

全
保
障
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
リ
ス
ク
対
策
と
し
て
の
農
業

保
険
は
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
る
」
と
挨

拶
。
昨
年
度
の
被
害
状
況
や
今
年
度
の
事
業
推

進
体
制
を
報
告
し
た
上
で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
一
刻
も
早
い
終
息
を
祈
念
す

る
と
と
も
に
、
本
年
度
も
農
家
に
寄
り
添
い
、

農
家
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
役
職
員
一
丸
と

な
り
推
進
に
努
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
横
手
市
の
梅
津
克
義
総
代
が
選
任

さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業
実
績
報
告
や
令
和
４

年
度
事
業
計
画
な
ど
11
議
案
を
審
議
し
、
全
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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令和３年度  事業報告 提出議案
議案第１号

令和３年度事業報告書、財産
目録、貸借対照表、損益計算
書、剰余金処分案及び不足金
処理案について

議案第２号

令和４年度事業計画及び収支
予算について

議案第３号

令和４年度事務費賦課額、賦
課方法及び徴収方法について

議案第４号

役員、顧問、損害評価会委員
及び共済部長に対する報酬に
ついて

議案第５号

特別積立金の取崩しについて

議案第６号

借入金最高限度額について

議案第７号

余裕金の運用先について

議案第８号

事業規程の一部変更について

議案第９号

家畜診療所における診療料金
の見直しについて

議案第10号

秋田県農業共済組合における
実施体制の改善計画について

議案第11号

附帯決議について

農業共済事業実績
▶総共済金額  1兆1,404億円
▶支払共済金  21億4,119万円

収入保険事業実績

事業名 引受数 共済金額
（千円） 事故数 支払共済金

（千円）

農作物
水 稲 51,478ha 42,719,452 252ha 35,908

麦 125ha 3,013 61ha 568

家　畜
死亡廃用 133,125頭 14,579,772 923頭 111,732

疾病傷害 18,432頭 216,481 11,502件 128,092

果　樹

り ん ご 300ha 535,777 36ha 13,702

ぶ ど う 8ha 23,587 4ha 1,287

な し 75ha 276,790 31ha 51,495

おうとう 10ha 42,993 3ha 4,441

畑作物
大 豆 3,094ha 778,833 1,388ha 104,129

ホ ッ プ 18ha 69,568 1ha 318

園　芸　施　設 28,808棟 16,426,599 2,409棟 324,471

建 物 88,740棟 931,111,650 2,131棟 1,147,523

農 機 具 43,463台 133,559,600 1,282台 217,528

保管中農産物補償 72口 72,000 0口 0

合　　計 1,140,416,115 2,141,194

令和２年
加入経営体

令和３年度支払実績  ※1

件数 支払計（千円）保険金 特約補填金

1,139 231 129,293 240,925 370,218

※1　令和２年加入経営体が対象。支払月を令和３年３月～令和４年３月で集計

令和３年度加入実績  ※2 つなぎ融資実績  ※3

個人 法人 計（経営体） 件数 融資額（千円）

1,852 294 2,146 191 469,230

※2　令和３年４月～令和４年３月で集計
※3　融資月を令和３年７月～令和４年３月で集計
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第２回通常総代会

令和４年度
事業計画と予算

事業計画
▶総共済金額  1兆1,121億円

業務収支予算　▶23億6,521万円

事業名 引受数 共済金額（千円）

農作物
水 稲 47,975ha 44,325,000

麦 112ha 2,832

家　畜
死亡廃用 135,608頭 14,492,950

疾病傷害 18,428頭 216,210

果　樹

り ん ご 233ha 403,500

ぶ ど う 7ha 19,660

な し 39ha 146,500

おうとう 8ha 38,910

畑作物
大 豆 2,436ha 575,000

ホ ッ プ 18ha 69,300

園 　 芸 　 施 　 設 29,840棟 16,590,510

建 物 83,120棟 903,890,000

農 機 具 41,610台 131,210,000

保管中農産物補償 80口 80,000

合　　計 1,112,060,372

収入保険 2,250経営体

　新型コロナウイルス感染症の終息が見えない
中、農業関係にも業務需要の落ち込みなど多大
な影響が出ています。また、局地的な豪雨や大
型台風、豪雪、地震など過去に類を見ない自然
災害が多発し、営農や暮らしが脅かされていま
す。
　組合では、行政や関係団体と連携し、農業者
の皆さまが経営形態に合った補償内容を選択し
てご加入いただけるよう丁寧な説明を行い、総
共済金額1兆1,121億円の達成を目指します。
　収入保険では、より一層周知活動を徹底し、
2,250経営体の加入を目指します。
　また、業務経費の節減、効率化に努め、さら
なる農家負担の軽減を目指します。

○受取補助金
　国から交付される補助(団体運営経費の一部を負担)
○事業勘定受入
　�建物・農機具共済の事務費賦課金と損害防止の財源として
特別積立金を取り崩した金額など
○事務費賦課金
　加入する共済事業ごとに組合員から納入された賦課金

○人件費　役員報酬、職員給与、法定福利費など
○業務費　共済部長手当、会議に要する費用など
○施設費　事務所管理のための光熱費、公用車燃料代など
○事務費　通信費、図書印刷費、口座振替手数料など
○普及推進費　広報紙の製作費、事業推進奨励金など
○損害防止費　無人航空機の購入補助など

収入の部 支出の部
その他  1億7,914万円

受取補助金
8億4,162万円

事業勘定受入
8億176万円

事務費賦課金
2億6,647万円

前期繰越業務残金
1億3,910万円

受取利息
1億3,712万円

人件費
15億6,489万円業務費

1億6,581万円

施設費
1億4,350万円

普及推進費
6,492万円

損害防止費
4,923万円

事務費 9,900万円

その他
2億7,786万円
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主
な
質
疑
応
答
Ｑ　
大
き
な
被
害
が
あ
る
年
こ
そ
、
補

正
予
算
を
組
ん
で
事
業
を
継
続
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
補
正
予
算
と
い

う
考
え
方
が
な
い
た
め
、
も
し
そ
う

い
っ
た
状
況
に
な
れ
ば
、
予
算
の
変
更

が
必
要
で
す
。
他
県
を
含
め
、
３
月
に

予
算
を
審
議
し
て
い
る
状
況
に
な
い
た

め
、
農
林
水
産
省
へ
相
談
の
上
、
対
応

を
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
予

算
案
の
上
程
が
例
年
こ
の
時
期
と
な
り

ま
す
の
で
、
予
算
の
審
議
で
は
な
く
、

概
要
案
を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
な
別
の

形
で
の
ご
提
案
が
可
能
か
ど
う
か
も
含

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ　
役
員
の
定
年
制
に
つ
い
て
、
役
員

の
人
材
確
保
や
経
験
不
足
を
解
消
す
る

た
め
定
年
の
引
き
上
げ
を
含
め
て
検
討

す
る
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
協
議
が
あ
っ
た
か
、
経
過
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
昨
年
開
催
し
た
通
常
総
代
会
に
お

い
て
、
総
代
か
ら
定
年
引
き
上
げ
の
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。
今
後
の
役
員
協
議
会

の
中
で
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。

Ｑ　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
兼
業
農
家
が
定

年
退
職
後
に
就
農
し
、
役
員
に
就
任
し

た
と
し
て
も
、
役
員
と
し
て
の
期
間
が

少
な
く
職
務
を
全
う
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
定
年
の
引
き
上
げ
を
ぜ
ひ

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　
今
後
の
役
員
協
議
会
の
中
で
他
県

の
状
況
を
み
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
今
回
の
ご
発
言
に
つ
い
て
は
貴

重
な
ご
意
見
と
し
て
、
今
後
の
協
議
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　
職
員
の
異
動
に
つ
い
て
、
支
所
か

ら
本
所
へ
異
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
我
々
は
支
所
の
職
員
か
ら
情
勢
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
情
報
を
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
す
が
、
支
所
職
員
が
減
る

と
情
報
が
入
っ
て
こ
な
く
な
り
ま
す
。

現
場
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と

い
う
観
点
で
、
今
後
の
異
動
に
つ
い
て

検
討
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ａ　
新
規
採
用
の
職
員
を
含
め
、
県
内

の
支
所
の
業
務
量
を
鑑
み
な
が
ら
、
組

合
員
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
予
算
と
決
算
を

同
時
に
審
議
し
て
い
ま
す
が
、
県
議
会

や
国
会
、
Ｊ
Ａ
で
は
予
算
を
年
度
が
始

ま
る
前
に
審
議
し
、
決
算
は
そ
の
後
の

会
期
で
審
議
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
も
予
算
と
決
算
を

別
の
会
期
で
の
総
代
会
の
審
議
と
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
予
算
策
定
と
決
算
処
理
に
つ
い
て

は
、
農
林
水
産
省
が
示
す
経
理
処
理
に

基
づ
き
事
務
処
理
し
て
い
ま
す
。
年
度

末
に
大
き
な
被
害
が
あ
れ
ば
、
事
業
の

剰
余
金
も
変
動
し
、
予
算
に
影
響
す
る

た
め
、
現
状
で
は
分
離
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。

鈴木耕悦  総代
（大仙市）

小田島和美  総代
（横手市）

（農）大茂内　代表理事
渡辺修作  総代

（大館市）
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令
和
３
年
契
約 

保
険
金
支
払
額

22
億
円
を
超
え
る

　
収
入
保
険
の
令
和
３
年
加
入
者
に

対
す
る
保
険
金
の
支
払
い
が
進
ん
で

い
ま
す
。
６
月
10
日
現
在
で
１
２
６

１
経
営
体
に
22
億
２
７
２
万
円
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。
前
年
の
２
３
１

経
営
体
・
３
億
７
千
万
円
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
利
子
の
「
つ
な
ぎ
融

資
」
は
１
９
３
件
に
４
億
８
３
８
８

万
円
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
前
年
を
大
き
く
上
回
る
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　
保
険
金
支
払
い
の
対
象
要
因
は
、

気
象
災
害
に
よ
る
も
の
と
、
米
の
価

格
低
下
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
含
む
販
売
収
入
の

減
少
が
９
割
近
く
を
占
め
ま
し
た
。

令和３年 保険金の実績
支所等 件数 支払額（千円）

北 鹿 126 348,722
北秋田山本 196 433,294
中 央 216 317,662
由 利 220 308,851
仙 北 178 255,833
横 手 市 141 222,805
雄 勝 134 214,512
（大�潟� 村） 50 101,041
合 計 1,261 2,202,720

令和３年 保険金等の支払要因

目め

時と
き

　
勝
則 

さ
ん
　
　
　
　

（
小
坂
町
・
53
歳
）

水
稲
34
㌃
、
ト
マ
ト
30
㌃
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
75
㌃
、
花
き

20
㌃
、
そ
の
他
野
菜
10
㌃

収入保険

　
昨
年
、
高
温
や
病
害
に
よ
る
作

物
の
生
育
不
良
で
収
入
が
減
少
し

ま
し
た
。
特
に
ト
マ
ト
の
「
か
い

よ
う
病
」
被
害
の
影
響
は
大
き

く
、
苗
の
段
階
で
一
気
に
病
害
が

広
が
り
、
す
ぐ
に
薬
剤
で
防
除
し

ま
し
た
が
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
ウ
ス
３
棟
全
て

で
被
害
を
受
け
、
当
時
は
廃
業
を

考
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
保
険
金
の
支
払
い
が
６
月
に
な

る
と
の
こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
つ
な
ぎ
融
資
の
こ
と

を
思
い
出
し
、
す
ぐ
に
申
請
。
融

資
を
受
け
る
ま
で
が
迅
速
で
、
営

農
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
税
務
申
告
後
に
支
払
わ
れ
た

保
険
金
は
、
春
の
運
営
資
金
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
、
補
償
の
厚
さ

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
高
値
で
取
引
さ
れ
る

時
期
に
単
価
が
下
落
し
た
こ
と
も

収
入
に
影
響
し
ま
し
た
。
農
家
の

努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
で
き
な

い
市
場
価
格
の
下
落
に
も
対
応
し

て
い
る
収
入
保
険
は
、
今
後
も
農

家
の
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

加入していて良かった

その他  2％病気・ケガ  1％
病虫害
8％

気象災害
34％

価格低下
（コロナの影響含む）

55％

建物共済　小損害実損てん補特約

前年の６倍！
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総合共済の場合

火災共済の場合

　建物共済に加入している場合、「小損害実損てん補特約」
を付けることができます。令和3年度は、６割以上が損害額
30万円以下の被害となりました。この機会にぜひご検討く
ださい。

30万円以下の損害を
　そのまま補償します

支払共済金がこんなに上がります

特約を付けるには条件があります

建物共済　小損害実損てん補特約

※�自然災害は火災共済では補償対象となりません

▶�火災共済または総合共済に1,000万円以上で加入している建物
▶��火災共済と総合共済合わせて1,000万円以上で加入している建物
に特約を付けることができます。

責任機関が同一かつ合
計で1,000万円以上の
場合、どちらかに特約
を付けられます

合計で1,000万円以上
でも責任期間が異なる
ため特約を付けること
ができません

①  損害額が30万円以下の場合、損害額を
そのままお支払いします

こんな場合は特約を付けられるの？

≒  6 万 3 千円

20 万円

例：強風でシャッターが破損した場合
　　■損害額20万円　■加入額1,000万円
　　■再建築価額3,000万円

13万7千円アップ！ 17万円アップ！

特約あり

②  損害額が30万円を超える場合でも、算出
した損害共済金が30万円未満の場合は
30万円をお支払いします

（40万円－1万円）  ×（20万円－1万円）  × 1,000万円
3,000万円

1,000万円
3,000万円

≒  13 万円

30 万円

2,980 円

1,260 円

例：雪害で家屋が被害を受けた場合
　　■損害額40万円　■加入額1,000万円　
　　■再建築価額3,000万円

特約なし特約なし

特約あり

例①
火災共済 500万円  責任期間５月１日～
総合共済 500万円  責任期間５月１日～

例②
火災共済 500万円  責任期間５月１日～
総合共済 500万円  責任期間９月１日～

掛金が必要です
　特約を付けるには別途
掛金が必要です。
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昭
和
51
年
に
羽
後
町
の
農
家
７
人
が

栽
培
を
始
め
た
「
ひ
ば
り
野
オ
ク
ラ
」。

現
在
は
Ｊ
Ａ
う
ご
新
成
園
芸
組
合
で
地

理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
登
録
さ
れ
、
組
合

に
所
属
す
る
１
法
人
と
17
人
が
ハ
ウ
ス

64
棟
４
９
５
０
坪
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
実
が
10
～
12
㌢
と
長
く
、
柔
ら
か

さ
と
強
い
粘
り
が
特
徴
で
す
。

　

組
合
員
の
一
人
、
岩
村
克
広
さ
ん

（
66
）
は
妻
の
晴
美
さ
ん
（
62
）
と
と

も
に
ハ
ウ
ス
６
棟
で
栽
培
。
「
お
勧
め

は
、
塩
昆
布
の
和
え
物
や
、
オ
ク
ラ
の

中
に
キ
ム
チ
を
入
れ
る
食
べ
方
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

　
克
広
さ
ん
は
３
月
中
旬
こ
ろ
に
ポ
ッ

ト
に
種
を
ま
き
、
電
熱
線
を
利
用
し
て

発
芽
を
促
進
し
ま
す
。
並
行
し
て
ハ
ウ

ス
内
の
土
作
り
を
開
始
し
、
４
月
中
旬

か
ら
下
旬
に
定
植
。
春
先
は
低
温
障
害

に
な
ら
な
い
よ
う
、
暖
房
で
調
整
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　
収
穫
は
５
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
盆
前
ま

で
続
き
、
秋
田
市
や
横
手
市
の
市
場
に

長さ、柔らかさ、強い粘りを
若い世代へ

羽後町 岩 村  克 広さん

収穫したひばり野オクラ

「『柔らかくておいしい』
と喜んで食べてもらえるこ
とがうれしい」と克広さん

ひばり野
オクラVol.１
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出
荷
し
ま
す
。
「
毎
日
朝
４
時
か
ら
収

穫
、
昼
に
パ
ッ
ク
詰
め
、
夕
方
に
収
穫

と
い
う
流
れ
を
繰
り
返
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
梅
雨
時
期
は
長
雨
や
日
照
不
足
で
カ

ビ
の
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
ハ
ウ
ス

の
換
気
を
小
ま
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
を
や
り
す
ぎ
る
と
身
に
イ
ボ

が
で
き
る
た
め
、
水
の
量
に
気
を
使
い

ま
す
。
オ
ク
ラ
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る

と
、
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
ス
ト
ッ
ク
や

フ
ク
タ
チ
な
ど
を
栽
培
し
ま
す
。

　
同
組
合
で
は
組
合
員
間
の
協
力
体
制

が
確
立
さ
れ
、
苗
作
り
に
失
敗
し
た
場

合
は
苗
を
提
供
し
合
う
こ
と
も
あ
る
と

い
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回
、
組
合

員
の
圃
場
を
巡
回
し
、
課
題
の
解
決
策

を
出
し
合
い
ま
す
。
毎
年
、
売
り
上
げ

５
千
万
円
を
目
標
と
し
て
い
て
、
昨
年

は
約
28
㌧
・
40
万
４
千
パ
ッ
ク
以
上
を

出
荷
し
、４
２
０
０
万
円
の
売
り
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
組
合
設
立
50
周
年
を
迎
え

る
た
め
、
「
組
合
員
の
高
齢
化
が
進
む

中
、
若
い
生
産
者
が
加
入
し
や
す
い
環

境
を
組
合
全
体
で
整
え
、
後
継
者
の
育

成
に
関
与
し
て
い
き
た
い
」
と
克
広
さ

ん
。
「
個
人
的
に
は
も
う
10
年
ぐ
ら
い

は
現
役
で
園
芸
組
合
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
う
ご
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ひ

ば
り
野
オ
ク
ラ
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
を

掲
載
す
る
ほ
か
、
同
Ｊ
Ａ
が
主
体
と

な
っ
て
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
レ

シ
ピ
を
募
る
「
オ
ク
ラ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
、
ひ
ば
り
野
オ
ク
ラ

や
レ
シ
ピ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

　６月に入ってから出荷を始め
る人が多い中、岩村さんは５月
下旬から出荷しています。これ
は栽培技術が高くないとできな
いことです。高品質で出荷量が
多く、組合にとってなくてはな
らない存在です。
　岩村さんをはじめ、組合員の
方々とひばり野オクラ栽培を盛
り上げていきたいです。

ＪＡうご新成園芸組合
組合長　高橋　和幸 さん

ひばり野オクラの
出荷まで

3 2 1

8 7

6 5 4

①定植から１カ月が経過した５月中
旬ころに開花　②その約10日後に
上向きに身が成り、③ハサミで切っ
て収穫　④扇風機をあてながら乾か
す　⑤サイズごとに選別し、⑥パッ
クに詰めて、⑦閉じる　⑧段ボール
に入れて出荷

▲収穫期を迎えた５月下旬の
　オクラ

◀�

ひ
ば
り
野
オ
ク
ラ
の
出
荷
用
に
定
め
ら
れ
た

パ
ッ
ク
。
６
本
ず
つ
詰
め
ま
す

特産を共に守る 
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鹿
角
市
花
輪
の
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー

ム
で
は
地
元
特
産
の
「
北
限
の
桃
」
を

使
用
し
、
「
鹿
角
の
桃
ジ
ャ
ム
」
を
製

造
。
果
実
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
モ

モ
の
ご
ろ
っ
と
し
た
食
感
を
味
わ
え
る

と
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ム
に
は
糖
度
不
足
や
変
形
果
で

出
荷
で
き
な
い
モ
モ
を
使
用
。
米ま
い
田た

敦

子
代
表
（
74
）
が
60
㌃
で
手
掛
け
た
果

実
や
、
市
内
の
農
家
か
ら
仕
入
れ
た
も

の
を
加
工
し
ま
す
。

　
米
田
代
表
は
「
モ
モ
は
す
ぐ
柔
ら
か

く
な
る
の
で
、
一
気
に
皮
を
む
く
。
盆

過
ぎ
の
収
穫
最
盛
期
は
特
に
忙
し
く
、

10
人
ほ
ど
を
雇
用
す
る
」
と
話
し
ま

す
。
皮
を
む
い
た
後
、
ま
ず
は
コ
ン

ポ
ー
ト
（
果
実
の
砂
糖
煮
）
に
し
、
途

中
で
形
が
崩
れ
た
も
の
を
ジ
ャ
ム
に
使

用
。
果
実
の
食
感
を
味
わ
え
る
よ
う
に

大
き
め
に
切
り
、
無
添
加
で
製
造
し
て

い
ま
す
。

　
商
品
は
「
道
の
駅
か
づ
の
」
や
「
道

の
駅
お
お
ゆ
」
な
ど
で
販
売
。
パ
ン
や

ア
イ
ス
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
た
り
、

ケ
ー
キ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
し
た
り
す
る

の
が
お
勧
め
だ
と
い
い
ま
す
。

　
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ー
ム
で
は
桃
ジ
ャ

ム
の
ほ
か
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
な
ど
数
多

く
の
加
工
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

「
今
あ
る
商
品
を
大
切
に
、
元
気
な
う

ち
は
農
業
と
加
工
品
製
造
を
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

レディースファーム

「北限の桃」を使用した
ジャムを製造

鹿角市

大（300㌘）1,000円、小（200㌘）
650円（ともに税込み）で販売して
います

各家庭や企業から提供された食品

「今年、瓶とラベルをリニューアルした」と
米田代表

　
秋
田
市
土
崎
港
西
地
区
の
一
般
社
団

法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
あ
き
た
で
は
、
各

家
庭
で
余
っ
た
食
料
や
企
業
で
売
り
物

に
な
ら
な
い
食
品
を
回
収
し
、
支
援
を

必
要
と
す
る
個
人
・
団
体
へ
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
同
法
人
に
よ
る
と
、
秋
田
県
の
食
品

ロ
ス
は
全
国
の
中
で
多
い
と
い
い
ま

す
。
一
方
で
、
食
事
を
せ
ず
に
学
校
に

行
く
子
供
や
貧
困
の
高
齢
者
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
林
多
実
代
表
理
事

（
60
）
は
、
「
食
事
だ
け
で
な
く
、
体

育
着
を
入
れ
る
袋
す
ら
買
え
な
い
な
ど

最
低
限
の
準
備
が
で
き
な
い
家
庭
が
あ

る
。
そ
ん
な
家
庭
が
な
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
支
援
し
て
い
る
」
と
話
し
ま

す
。

　
集
ま
っ
た
食
品
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
行
政
を
通
し
て
提
供
。
昨
年

度
は
、
１
月
ま
で
に
８
６
３
件
・
17
㌧

ほ
ど
を
届
け

た
と
い
い
ま

す
。

　
ま
た
、
昨

年
の
12
月
、

東
北
６
県
の

フ
ー
ド
バ
ン

ク
で
「
東
北

フ
ー
ド
バ
ン

ク
連
携
セ
ン

タ
ー
」
を
開

設
。
食
品
の

流
通
な
ど
、

県
を
越
え
た
協
力
体
制
を
築
き
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
林
代
表
は
「
食
料
支
援
が
必
要
と
さ

れ
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
が
、

現
実
は
か
な
り
厳
し
い
。
要
請
が
あ
る

限
り
、
積
極
的
に
支
援
し
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
ま
す
。

秋田市

一般社団法人
フードバンクあきた

食品ロスや貧困問題
削減の一助に

「困っている方々を食料支援で支えたい」と林代表

詳
し
く
は
15
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

レディースファーム
▶TEL＝０１８６－２５－２２０９
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スクールが所有するドローンで受講できます

１.８㌔と軽量で簡単に
着脱でき、着用したまま
車の運転も可能です

パワーアシストスーツを着用して農作業を
する齊藤さん

　
水
稲
や
果
樹
、
野
菜
な
ど
の
多
品
目

を
１
０
５
㌶
で
栽
培
す
る
横
手
市
十
文

字
町
の
農
事
組
合
法
人
き
ず
な
。
代
表

理
事
を
務
め
る
齊
藤
龍
平
さ
ん
（
62
）

は
、
農
作
業
の
動
作
を
補
助
す
る
パ

ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
を
活
用
し
、
負

担
軽
減
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
「
４
年
前
に
突
然
足
が
動
か
な
く
な

り
、
歩
行
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
導
入
し
た
」
と
齊
藤
さ

ん
。
株
式
会
社
サ
ス
テ
ク
ノ
が
介
護
現

場
向
け
に
開
発
し
た
「
エ
ア
ロ
バ
ッ

ク
」
を
知
り
、
２
着
導
入
し
ま
し
た
。

　
空
気
圧
式
の
人
工
筋
肉
を
原
動
力
と

し
、
中
腰
や
前
傾
で
の
姿
勢
維
持
に
使

う
腰
背
部
の
筋
肉
を
補
助
し
ま
す
。
齊

藤
さ
ん
は
主
に
ス
イ
カ
の
管
理
作
業
で

使
用
し
、
「
中
腰
姿
勢
が
楽
に
な
っ

た
。
腰
を
伸
ば
す
た
め
に
休
む
回
数
が

減
り
、
作
業
時
間
が
短
縮
し
た
」
と
効

　
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
な
ど
を
学
ぶ

ス
ク
ー
ル
「
Ｊ
Ｕ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ド
ロ
ー
ン

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
秋
田
県
南

校
」
が
今
年
３
月
、
仙
北
市
角
館
町
の

中
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
開
校

し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
に
か
ほ
市
に
設
立
さ
れ
た
秋

田
本
校
の
分
校
と
し
て
開
校
。
「
フ
ラ

イ
ト
基
本
技
術
コ
ー
ス
」
な
ど
５
つ
の

コ
ー
ス
が
受
講
で
き
、
中
で
も
農
薬
散

布
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
「
空
中
散
布

コ
ー
ス
」
の
受
講
者
が
多
い
と
い
い
ま

す
。

　
ド
ロ
ー
ン
は
農
業
分
野
を
は
じ
め
、

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
大
規
模
災
害
で
の
活
躍
も
期
待
さ

れ
、
同
校
で
は
「
ド
ロ
ー
ン
減
災
士

コ
ー
ス
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
教

官
の
高
橋
周
平
さ
ん
（
26
）
は
、
「
被

害
調
査
等
の
救
助
支
援
や
避
難
指
示
な

果
を
実
感
。
管
理
機
を
バ
ッ
ク
で
動
か

し
後
ろ
歩
き
で
行
う
マ
ル
チ
張
り
も
、

２
㌔
の
距
離
を
休
憩
せ
ず
に
行
え
た
と

い
い
ま
す
。

　
「
足
が
動
か
な
く
な
っ
た
時
は
農
作

業
が
で
き
な
く
な
る
と
思
っ
た
が
、
こ

の
ス
ー
ツ
に
出
会
え
て
良
か
っ
た
。
今

後
は
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
る
力
を
補

助
す
る
タ
イ
プ
を
法
人
で
導
入
し
た
い

と
考
え
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

ど
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
も
有
効
に
な

る
。
受
講
し
て
防
災
や
減
災
に
役
立
て

て
も
ら
え
た
ら
」
と
勧
め
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
法
的
整
備
は
絶

え
ず
変
化
し
て
い
る
た
め
、
「
最
近
ま

で
合
法
だ
っ
た
こ
と
が
、
知
ら
な
い
う

ち
に
違
法
と
な
る
場
面
も
あ
る
。
再
確

認
の
た
め
に
も
気
軽
に
訪
れ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

横手市

仙北市

（農）きずな
齊藤 龍平 代表理事

ＪＵＡＶＡＣ
ドローンエキスパート
アカデミー 秋田県南校

パワーアシストスーツが
営農継続の一助に

ドローンスクールが開校

「無料体験会も行っています」と高橋さん
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り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
計
算
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　
農
業
所
得
の
必
要
経
費
と
し
て

計
上
で
き
る
費
用
は
、
農
業
に
関
し

て
生
じ
た
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
の
で

燃
料
費
や
水
道
光
熱
費
、
通
信
費
な

委
託
費
に
つ
い
て

Ｑ　
私
は
花
卉き

農
家
で
す
。
農
業
所

得
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
、
自
動
車

の
燃
料
費
や
水
道
光
熱
費
、
通
信
費

な
ど
の
よ
う
に
農
業
用
だ
け
で
は
な

く
家
庭
用
に
も
使
用
す
る
も
の
が
あ

ど
に
含
ま
れ
る
家
事
分
に
つ
い
て
は

必
要
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
業
用
建
物
兼
住
宅
の
賃

借
料
や
固
定
資
産
税
、
修
繕
費
な
ど

の
う
ち
、
住
宅
部
分
に
相
当
す
る
費

用
も
必
要
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
必
要
経
費
の
中
に
家
事
分
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
費
用

を
除
外
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
、
家
事
分
と
事
業
分
と
を
区
分
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
使
用
面
積
や
保
険
金
額
、
使
用
時

間
や
使
用
割
合
な
ど
の
適
切
な
基
準

に
よ
っ
て
合
理
的
に
案
分
し
、
必
要

経
費
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
最
寄
り
の
税
務
署
の
電
話
番
号
に

お
か
け
の
う
え
、
音
声
案
内
で
１
番

を
選
択
）
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、

お
近
く
の
税
務
署
へ
ご
相
談
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
秋
田
南
税
務
署
）

知知
っ
ト
ク

のの
話話　地元ＪＡ窓口で貯金業務を担当していま

す。社会人１年目で迷惑を掛けることもあ
りますが、日々成長できるよう頑張ってい
ます。
　趣味は音楽鑑賞やソーシャルゲームで、
たまに遠出をして気分転換しています。コ
ロナ禍で減少していた県内のイベントが
徐々に再開してきたので感染症対策をして
楽しみたいです。
　祖父が農業を営んでいるので、大変さや
喜びが分かります。若い人がもっと農業に
興味を持ってくれるとうれしいです。

仕事で日々成長したい

佐藤　彩花さん（18）
～ 由利本荘市 ～

キ
ラ
キ
ラ
こ
ま
ち

表 紙 の

紹 介

　拓磨さんらは「たかすぎさんち」として農業を営
み、水稲やネギ、ブルーベリーなどを栽培。４年前
から農薬散布等にドローンを使用しています。
　お子さま方３人はネギやキャベツの収穫・出荷
作業を手伝うこともあるそうです。トレードマーク
の車の前でパシャリ。

髙杉　謙
けん

蔵
ぞう

 くん（10） 左から２番目

　　　汰
たい

良
ら

 くん（8） 中

　　　真
ま

礼
れ

 さん（5） 右から２番目
<北秋田市浦田の拓磨さん（写真左）、
　　佳奈子さん（写真右）夫妻のお子さん>
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前号にお寄せいただいた
　　お便りの一部をご紹介します

　農機具共済に入っていて良かったと思うことも大事
ですが、共済を使わずにトラクターでの作業を無事終
えられることが大切ですね。� （美郷町・佐藤さん）

　石橋さんのネギが大好きです。冬はよねやでいつも
購入していました。夕方だと無いことが多く、残念な
時もありました。いつも鍋や薬味として食べていたの
で、あわいさんの料理を参考にいろいろ挑戦してみた
いです。� （大仙市・小松さん）

　大仙市在住ですが、亀之助ねぎの存在を初めて知り
ました。我が家は家族６人ネギが大好きで、広報紙に
載っていたレシピを見てすぐに食べたくなり、よねや
に走りました。残念ながらこの日は亀之助ねぎを見つ
けられませんでしたので、またリベンジして食べてみ
たいと思います！！� （大仙市・黒田さん）

　珈音焙煎所には一度行ったことがあります。周りが
田んぼで場所的にびっくりしましたが、焙煎機でこだ
わりのコーヒーを出すのは毎回大変だと思います。今
度はパンを食べに行きます。� （大仙市・阿部さん）

　にかほ市「農土家」の米粉ピザランチがとてもおい
しそうです。予約して家族で行きたいです。
� （能代市・金谷さん）

からのお知らせ
　
伝
染
性
疾
病
の
発
生
予
防
と
病
傷
事
故

低
減
の
た
め
、
家
畜
共
済
加
入
者
を
対
象

に
畜
舎
消
毒
用
煙
霧
機
を
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
（
薬
剤
等
の
購
入
は
農
家
負

担
）
。

　
詳
細
は
支
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、

ご
希
望
の
日
程
に

添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
牛
や
豚
な
ど
の
産
業
動
物
の
診
療
業
務

を
行
う
診
療
職
職
員
（
獣
医
師
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
の
農
機
具
を
買

い
替
え
た
と
き
は
、
速
や
か
に
お
近
く
の

支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
な
く
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

北秋田山本支所 TEL 0185-54-5540
仙 北 支 所 TEL 0187-63-1066

北 鹿 支 所 TEL 0186-23-7401
由 利 支 所 TEL 0184-24-3301
雄 勝 支 所 TEL 0183-73-7131

本 　 　 所 TEL 018-884-5222
中 央 支 所 TEL 018-865-1701
横手市支所 TEL 0182-32-4150

NOSAIへのお問い合わせは

①クイズの答え
②７月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望等（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

63

【応募締切】
令和４年７月19日（火）消印有効

　当選者の発表は商品の発送をもって代えさせて
いただきます。
　前号の答えは「５月２５日」でした。 

　羽後町の農家
７人がひばり野
オクラの栽培を
始めたのは昭和
何年でしょう
（10頁参照）。
　正解者の中から抽選で７名様に、12頁で
紹介した「鹿角の桃ジャム」をプレゼント
します。

プ レ ゼ ン ト
ク イ ズ

獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

農
機
具
を
買
い
替
え
た
ら
ご
連
絡
を

畜
舎
消
毒
器
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
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◆
発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
◆
電
話
／
018－884－5222

7
2022
vol.13

ひばり野オクラ

　羽後町の新成園芸組
合が栽培するオクラ。
実の長さと柔らかさ、
強い粘りが特徴です。

■10頁に関連記事

 材料 
山ワサビ１束、ひばり野オクラ１パック、タレ（醤
油50g、みりん20g、水250cc）、きざみがごめ
昆布３g

 つくり方 
①�山ワサビはよく洗って根は薄くスライス、葉
と茎はざく切りにする
②�①を密閉できる容器に入れ、タレの材料を沸
かして注ぎ入れてすぐに蓋をして密閉させる
③�②がしっかり冷めたらがごめ昆布をまぜ、粘
りが出るまで２～３時間おく
④�オクラのがくを剥いて塩をふって板ずりす
る。熱湯で１分半茹でて冷水にとる。小口に
刻んで③と和えて完成

 材料 
ひばり野オクラ１パック、茹でた大豆100g、酒
粕味噌（酒粕100g、味噌100g、水100g、砂糖
30g）

 つくり方 
①�酒粕を分量の水に浸して柔らかくしておく。
味噌、砂糖と合わせて一煮立ちするまでか
きまぜながら火にかける
②�大豆を一晩水に浸して戻しておき、一度茹
でこぼす。柔らかくなるまで１時間ほど炊く
③�オクラのがくを剥いて塩をふって板ずりす
る。熱湯で１分半茹でて冷水にとる
④�オクラは小口に切り、大豆と盛り合わせて適
量の酒粕味噌をかけて完成

 材料 
ひばり野オクラ1パック、塩適量、山椒粉適量、
黄身酢（卵黄1個、酢15cc、みりん7cc、出汁7cc、砂糖7g、醤油少々、塩ひとつまみ）

 つくり方 
①�黄身酢の材料を混ぜ合わせ、泡立て器でかき混ぜながら熱湯で３分ほど湯煎する
②オクラのがくを剥いて塩をふって板ずりする。洗って水気を拭きとる
③コンロに金網をのせ、表面に焦げ目が付くくらいに転がしながら直火で焼く
④山椒粉を混ぜた塩または、黄身酢につけて食べる

山ワサビオクラ

香ばし焼きオクラ

豆オクラの酒粕味噌和え

 材料 
ひばり野オクラ１パック、辛子漬け（辛子粉３g、
塩３g、砂糖６g）、二十日大根５個、塩３g、レモン
汁少々、茹でタコ適量

 つくり方 
①�オクラのがくを剥いて塩をふって板ずりす
る。水気を拭き取り、辛子漬けの調味料と共
にビニール袋に入れ、軽く揉んで一晩おく
②�二十日大根は乱切りにして塩とレモン汁を
合わせて軽く揉む
③�ぶつ切りにした茹でタコ、乱切りにした辛子
漬けのオクラ、二十日大根を盛り合わせて完
成

 材料 
ひばり野オクラ１パック、クリームチーズ50g、
梅漬け３個、鰹節適量

 つくり方 
①�オクラのがくを剥いて塩をふって板ずりす
る。熱湯で1分半茹でて冷水にとる
②�乱切りにしたオクラと、クリームチーズを適
当な大きさにとって器に盛り、叩いた梅肉と
鰹節をまぶして完成

辛子オクラとタコぶつ 梅チーズオクラ

隠家あわい　店主
冨岡 　誠 さん

　秋田の旬の食材を使った
料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あ
きた郷土作物研究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間／
　17：30～22：30
　※昼は要予約
定休日／日曜日

監
修

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

ミロックス新国道店●

●秋田中央
　　郵便局

●

●隠家あわい

をお届け
秋田秋田のの
特産品特産品でで

その１

んめ！
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